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人

京
都
市
臓
体
障
害
者
協
会

り
３
皐
度
事
業
計
画

曰
□

４
月
２０
日

（月
）

陽
□

洛
南
身
障
会
館

◎
体
育
大
会

曰
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５
月
３‐
日

（日
）

∩
曰
闘
〕
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
体
育
館

◎
車
い
す
体
験
講
習
会

曰
□

未
　
定

陽
□

洛
南
身
障
会
館
　
訓
練
室

◎
福
祉
研
修
会

曰
□

８
月
２
日

（日
）

陽
ロ

ル
ビ
ノ
京
都
堀
川

◎
体
幹
機
能
訓
練

曰
∪

９
月
下
旬
予
定

陽
□

未
　
定

◎
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
大
会

曰
□

Ｈ
月
１
日

（日
）

圏
□

洛
南
身
障
会
館
　
訓
練
室

◎
忘
年
会

曰
□

‐２
月
１９
日

（土
）

日
ロ

ア
ー
ク
ホ
テ
ル

◎
法
人
化
η
周
年
記
念
式
典
・
新
春
の
つ
ど
い

曰
□

令
和
３
年
２
月
７
日

（日
）

陽
ロ

ル
ビ
ノ
京
都
堀
川

◎
広
報
事
業

『き
ょ
う
と
身
障
の
福
量

を
年
４
回
発
行

◎
コ
ー
ラ
ス
部
活
動

施
設
訪
問
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
出
演

◎
ほ
ほ
え
み
交
流
活
動
支
援
事
業

文
化
教
養
部
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
、
京
都
市
内
の
小

。
中
学
校

等
で
講
演
と
車
椅
子
体
験
授
業
等

を
行
い
、
障
害
者
の
理
解
と
共
生

社
会
の
啓
発
を
行
う
。

○
市
身
連
　
軽
ス
ポ
ー
ツ
事
業

ス
カ
イ
ク
ロ
ス

曰
□

４
月
１９
日

（日
）

圏
圏
Ｕ
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

○
第
６５
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

曰
□

６
月
４
日

（木
）

日
□

広
島
県
立
総
合
体
育
館

○
第
４０
回
全
京
都
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

・
卓
球
バ
レ
ー
大
会

曰
□

６
月
２８
日

（日
）

鴎
□

島
津
ア
リ
ー
ナ
京
都

ｏ
ボ

ツ
チ
ャ
大
会

曰
□

７
月
１２
日

（日
）

日
□

島
津
ア
リ
ー
ナ
京
都

・
卓
球
大
会

曰
□

７
月
１９
日

（日
）

圏
□

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

・
水
泳
大
会

曰
□

８
月
１６
日

（日
）

囲
□

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ｏ
陸
上
大
会

曰
□

９
月
１３
日

（日
）

陽
□

西
京
極
陸
上
競
技
場

ｏ
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

曰
□

９
月
２６
日

（土
）

圏
□

南
丹
市
日
吉
総
合
運
動
広
場

・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
大
会

曰
□

１０
月
４
日

（日
）

旧
悧
ｕ
京
都
府
立
丹
波
自
然
運
動
公
園

○
洛
南
夏
ま
つ
り

曰
□

７
月
２６
日

（日
）

囲
□

洛
南
身
障
会
館

○
京
都
市
障
害
者
相
談
員
研
修
会

目
□

８
月
２３
日

（日
）

囲
ロ

サ
ン
サ
右
京

○
第
６‐
回
政
令
指
定
都
市

身
体
障
害
者

福
祉
団
体
連
絡
協
議
会

曰
□

９
月
１２
日

（土
）

圏
□

名
鉄
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

○
ほ
ほ
え
み
広
場
２
０
２
０

曰
□

１０
月
１７
日

（土
）

瘍
□

梅
小
路
公
園

○
交
通
局
と
の
意
見
交
換
会

曰
□

１０
月
頃

陽
ロ

サ
ン
サ
右
京

○
第
４３
回
京
都
府
民
総
合
体
育
大
会

種
目
別
交
流
大
会
　
卓
球
バ
レ
ー

曰
□

１０
月
１８
日

（日
）

陽
□

障
害
者
教
養
文
化
会
館

〇
近
畿
ブ
ロ
ツ
ク
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

並
び
に
身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

曰
□

Ｈ
月
１８
日

（水
）

圏
□

和
歌
山
市
市
民
会
館

○
「障
害
者
週
間
」
市
民
啓
発
事
業

曰
Ｕ

‐２
月
５
日

（土
）

○
「障
害
者
週
園

市
民
啓
発
事
業
（府
市
合
同
）

∩
目
∪
未
　
定

瘍
□

未
　
定

○
ふ
れ
あ
い
卓
球
バ
レ
ー
大
会

曰
□

‐２
月
６
日

（日
）

圏
□

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

○
洛
南
新
春
餅
つ
き
大
会

曰
□

令
和
３
年
１
月
１０
日

（日
）

囲
□

洛
南
身
障
会
館

○
京
都
市
障
害
者
相
談
員
研
修
会

曰
田

令
和
３
年
１
月
下
旬

瘍
□

未
　
定

○
地
域
福
祉
の
つ
ど
い

曰
□

令
和
３
年
２
月
ｌｌ
日

（予
定
）

陽
□

未
　
定

○
天
皇
杯
第
３２
回
全
国
車
い
す
駅
伝
競
走
大
会

曰
□

令
和
３
年
３
月
１４
日

（日
）

鵬
□

出
　
発

¨
京
都
国
際
会
館

閉
会
式

¨
西
京
極
体
育
館

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
探
鳥
会

曰
□

未
　
定

日
□

未
　
定
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令
和
２
年
２
月
２
日

（
ぞ
ろ
目
の
日
）

午
前
１０
時
３０
分
よ
リ
ル
ビ

ノ
京
都
堀
川

に
お
い
て
、
令
和
元
年
度

「新
春

の
つ

ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

川
端
理
事

の
司
会

で
第

１
部
が
始
ま

り
、
全
員

で
亡
く
な
ら
れ
た
方

々
を
し

の
び
黙
稿
を
さ
さ
げ
た
後
、
大
江
正
照

理
事
長

の

「今
、
世
界
を
震
わ
せ
て
い

る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
注

意
し
１
日
も
早
く
終
息
す
る
こ
と
を
の

ぞ
み
ま
す
。
自
分

の
体
は
自
分

で
面
倒

見
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
頑
張
り
ま
し
よ

う
」
と
の
主
催
者
挨
拶
。
続

い
て
、
長

寿

の
祝

い
表
彰
が
行
わ
れ
、
卒
寿
を
む

か
え
ら
れ
る
松
川
勝
子
様
が
、
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

続
い
て
ご
来
賓
の
公
益
社
団
法
人
京

都
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

・
伊
吹

文
明
会
長
、
京
都
市
保
健
福
祉
局
障
害

保
健
推
進
室

。
大
西
則
嘉
社
会
参
加
推

進
課
長
、
社
会
福
祉
法
人
京
都
市
社
会

福
祉
協
議
会

。
武
元
正
史
事
務
局
次
長
、

社
会
福
祉
法
人
京
都
市
洛
南
身
体
障
害

者
福
祉
会
館

・
小
林
勇
館
長
か
ら
の
祝

辞
を
賜
り
、
続
い
て
主
催
者
を
代
表
し

て
、
理
事
長

・
副
理
事
長
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
、
松
川
様
か
ら
、

お
礼

の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

櫻
井
貞
子
実
行
委
員
長
に
よ
る
閉
会

の
挨
拶

で
、
第
１
部
が
閉
会
し
ま
し
た
。

第
２
部

の
懇
親
会
は
中
村
静
子
委
員

に
よ
る
司
会
、
小
坂
義
夫
事
務
局
長
に

よ
る
開
会

の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
ア
ト

ラ
ク
シ

ョ
ン
は
、
仲
山
暢
香
様

・
津
崎

暢
泰
様

に
よ
る
お
琴

の
演
奏

で
、
こ
こ

ろ
安
ら
ぐ
ひ
と
と
き
を
与
え
て
い
た
だ

く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

続

い
て
、
舟
木
勉
実
行
副
委
員
長

の

乾
杯

の
発
声

で
、
懇
親
会

ス
タ
ー
ト
。

カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
で
は
、
各

テ
ー
ブ

ル

よ
り
の
ど
自
慢

の
披
露

で
、
和
気
あ

い

あ
い
と
、
楽
し
ん
で
頂
い
た
と
思
い
ま
す
。

午
後
２
時
、
菅
浪
善
造
副
理
事
長

の

閉
会

の
挨
拶

で
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

古
希
を
迎
え
て
…

さ
て
、
私
と
市
肢
体
協

の
縁

は
…

と
思

い
ま
し
た
。
ま
ず
、
思

い
出
す

の

は
多
分
私
達

が
南

区
福
社

会
館

（
旧

称
）
で
の
成
人
式

の
第

一
期
生
だ
と
思

い
ま
す
。
蟹
江
館
長

の
基
、
男
性
３
人

女
性
２
人
だ

っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す

が
、
御
健
在

で
し
た
ら
是
非
、
０
９
０

１
７
５
５
６
１

４
０
５
３
に
メ

ッ
セ
ー

ジ
を
期
待
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
ア
ド
レ
ス

は
、
∽
ｃ
●
”
ｒ
”
『Ｐ
２
◎
く
い丼
ｃ
Ｌ
ｏ
無
・ヽ
も

で
す
。

２０
歳
台
は
ア
ー
チ

エ
リ
ー
を
下
手
く

そ
な
り
に
毎
日
曜
日
通

っ
て
い
ま
し
た
。

一
時
期
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
台
が
あ

っ
て
よ

く
練
習
に
行
き
ま
し
た
。
卓
球
も
大
阪

の
長
居
競
技
場

で
の
初
参
加

で
色

々
な

人
と
巡
り
合

い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
私

設
卓
球
ク
ラ
ブ
を
作
り
励
み
ま
し
た
。

「
懐
か
し

い
…
」
意
外
な
講
座

に

「
柔

道
体
験
」
が
あ
り
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
１
年
間

で
先
生

の
都
合

で
終
了
し
ま

し
た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
も
色

々
な

立
上
げ
と
人

の
繋
が
り
を
思

い
出
し
ま

す
。
（
も
う
皆
様

お
じ

い
さ
ん
だ
…
じ

最
近

で
は
、
「車

い
す

フ

エ
ン
シ
ン
グ
」

を
体
験
し
ま
し
た
。
見
た
目
に
は
華
麗

な
技

で
す
が
、
（太
刀
に
よ
る
鍔
に
相
当

す
る
も

の
が
フ

エ
ン
シ
ン
グ

で
の
鍔
が

相
当
重

い
…
。
技

の
動
き
よ
り
手
首
を

ま
ず
鍛
え
る
必
要
あ
り
と
感
じ
ま
し
た

…
じ
私
は
武
術
愛
好
家

で
す
の
で
、
関

係
者
と
い
ろ
い
ろ
雑
談
し
車

い
す
の
置

台

の
施
設
等
が
京
都
市
を
含
め
全
国
で

も
少
な
い
と
の
事

で
し
た
の
で
、
施
設

等
を
広
め
よ
う
と
思

い
ま
し
た
が
、
力

な

く

心
だ

け

の
応
援

に
な

っ

て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。
機
会
が

あ
れ
ば
現
実
に
支
援
し
た
い
と

思

っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
題

で
す
が
年
老

い
て
市
肢

体
協
と
の
繋
が
り
で
す
。
慣
例

の
事
業

の
消
化

で
私
個
人
は
満
足
し
て
い
ま
せ

ん
。
高
齢
に
な
ら
れ
た
会
員
様
は
各
行

政
区

・
学
区
単
位

の

「包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
に
申
込
み
利
用
さ
れ
て
お
ら
れ

る
と
思

い
ま
す
が
…
。
私
も
早
め
に
昨

年
末
に
申
し
込
み
ま
し
た
。
（
７０
歳
ま
で

は
自
力

で
家
事
援
助
を
受
け
な

い
条
件

で
…
じ
同
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
色

々
な

高
齢
者

の
生
活
権

の
情
報
が
あ
り
ま
す
。

私
自
身

の
努
力
不
足

（情
報
入
手
）
で
す

が
市
肢
体
協
か
ら
で
は
私

の
必
要
な
情

報
が
得
ら
れ
な

い
。
リ
ク
レ
ー
シ

ョ
ン

や

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
重
視
さ
れ

て
い
る
人

に
は
そ
れ
で
結
構

で
す
が
…
。

下
半
身

の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
用
に
折
り

畳
み
の
手
押
し
車
を
レ
ン
タ
ル
リ
ー
ス

し
て

（月
顎

３
６
０
円
）
、
ふ
と
気
付
き

ま
し
た
。
（小
額
な
の
で
良
か

っ
た
の
で

す
が
…
じ

後
期
高
齢
者
医
療
費

の
明
細

書
を
改
め

て
見

て
健
康
保
険
料

・
介
護

保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
か
ら
両
方
と

も
負
担
が
少
な
く
て
良

い
の
で
す
が
、

実
際
は
社
会
資
本
を
消
費
し
て
い
ま
す
。

も
う

一
度
、
Ｔ
Ａ
Ｘ
　
ｐ

ａ
ｙ

ｅ
ｒ
を

心
掛
け
て
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

の
大
本

の
社
会
資
本

の
増
加
に
、
改
め
て
生
涯

現
役
を
目
指
す
事
に
し
ま
し
た
。
ま
ず
、

手
始
め
に
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
の
英
訳
を
完
成

さ
せ
よ
う
。
研
志
館
道
場

の
六
段
位
を

諦
め
て
い
た
も
の
を
再
挑
戦
す
る
事

に

し
ま
し
た
。

わ

が

ま

ま

ネ

コ
ー

（
再
登
場
）
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明
智
光
秀
と
夜
更
け
に
バ
ナ
ナ

昨
年
９
月
４
日
に
、
み
ぶ
会
館
に
お

い
て

「令
和
元
年
度
地
域
福
祉

の
つ
ど

い
　
第
１
回
実
行
委
員
会
」
が
開
催
さ

れ
、
実
行
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

当
協
会
か
ら
は
、
小
坂
副
理
事
長
と
川

端
理
事
が
実
行
委
員
と
し
て
参
加
し
た
。

今
年
は
、
「京
腎
協
」
が
実
行
委
員
長
、

「京
視
協
」
が
副
実
行
委
員
長
、
「肢
体
協
」

が
司
会
、
「聴
障
協
」
が
広
報
、
「難
聴
協
」

が
休
憩
と
い
う

ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
の
年
。

委
員
長

・
副
委
員
長

・
司
会
者
が
速
や

か
に
決
ま
り
、
内
容
を
検
討
、
講
演
は

堅

い
話
を
避
け
、
楽
し
い
内
容
に
し
よ

う
と
議
論

の
結
果
、
今
年

の
大
河
ド
ラ

マ
『麒
麟
が
く
る
！
』
の
主
人
公

。
明
智

光
秀
に
決
定
。
逆
に
映
画
は
、
福
祉
に

関
係
し
た
も
の
に
し
よ
う
と
、
『
こ
ん
な

夜
更
け
に
バ
ナ
ナ
か
よ
』
が
決
定
し
た
。

今
回

の
Ｉ
実
行
委
員
長

・
Ｓ
副
実
行

委
員
長

・
Ｋ
司
会
者
は
、
市
身
連
理
事

会
の

「ズ

ッ
コ
ケ

３
人
組
」
。
例
年
と

は
少
し
違

っ
た
、
令
和
初

の
地
域
福
祉

の
つ
ど

い
に
な
る
事
は
、
こ
の
時
点

で

想
像
出
来
た
。

そ
し
て
令
和
２
年
２
月
Ｈ
日
、
本
番

当
日
、
午
前
Ｈ
時
に
役
員
集
合
―
　
昼

食
と
打
ち
合
わ
せ
を
終
え

て
、
３
人
揃

っ
て
、
講
師
に
ご
挨
拶
。
司
会
者
が
少

し
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、
会
場

へ
。

Ｋ
が
早
め
に
準
備
し
始
め
る
と
、
要

約
筆
記

の
方
が
、
「台
本
あ

っ
た
ら
見
せ

て
」
と
言
わ
れ
、
「あ
る
け
ど
、
こ
の
通

り
に
は
話
さ
な
い
よ
」
「大
文
夫
。
無

い

よ
リ

マ
シ
」
と
ス
ク
リ
プ

ト
に
書
か
れ

た
。
Ｉ
氏
と
阪
本
課
長
が
登
壇
し
て
、

準
備
は
Ｏ
Ｋ
Ｉ

午
後
１
時
、
令
和

の
迷
司
会
者
Ｋ
の

迷
調
子
で
、
順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
た
か

と
思

っ
た
ら
、
Ｉ
氏

の
マ
イ
ク
が
接
触

不
良
。
Ｋ
氏

の
マ
イ
ク
を

Ｉ
氏
に
渡
し
、
挨
拶
後
に

Ｋ
氏
に

マ
イ
ク
を
渡
し
、

課
長
を
紹
介
し
て
、
課
長

に

マ
イ
ク
を
渡
し
て
、
挨

拶
中
に
司
会
者
席
に

マ
イ

ク
が
届

い
て
、
２
人
は
平

然
と
降
壇
。
開
会
早

々
か

ら
、
ズ

ッ
コ
ケ

コ
ン
ビ

の

連
携

で
、
事
無
き
を
得
た
。

市
身
連
Ｗ
氏
か
ら

「準

備

の
５
分
間

つ
な
い
で
」

の
指
示
が
。
何
と
か

つ
な

い
で
い
る
と
、
３
分
後
に

Ｏ
Ｋ
の
サ
イ
ン
。
慌

て
て
ま
と
め
て
、

講
師
を
紹
介
し
、
講
演

へ
。
時
間
は
、
予

定
通
り
。

講
演
が
長
引
き
、
Ｗ
氏
と
休
憩
時
間

の
調
整
。
５
分
延
長

の
Ｋ
氏
と
延
長
無

し
の
Ｗ
氏

の
攻
防
。
Ｗ
氏
に
従

っ
た
が
、

結
果
は
Ｋ
氏

の
予
想
通
り
に
。

５
分
遅
れ
で
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
映
画

『
こ
ん
な
夜
更
け
に
バ
ナ
ナ
か
よ
』
の
上

映
。
ち
な
み
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
映
画
と

は
、
「
す
べ
て
の
人
が
、
分
け
隔

て
ら
れ

る
事
無
く
楽
し
む
事
が
出
来
る
映
画
」

と

い
う
意
味
が
あ
る
ら
し
い
。

エ
ン
デ

イ
ン
グ

ロ
ー
ル
が
始
ま
る
と

何
人
か
帰
り
始
め
た
。
（
エ
ン
デ
イ
ン
グ

ロ
ー
ル
ま
で
観
る
の
が
映
画
鑑
賞

の
マ

ナ
ー
だ
が
…
…
）
Ｏ
Ｈ
Ｐ
の
設
置
案
内

を
し
て
も
帰
り
始
め
た
。
（
こ
の
ま
ま
で

は
Ｓ
氏
の
閉
会
挨
拶
が
無
観
客
に
…
…
）

慌

て
て
Ｋ
氏
が
ド
ア
の
前

で
話
し
始
め

て
、
帰
路
を
塞

い
で
、
Ｓ
氏

の
挨
拶
ま

で
足
を
止
め
て
、
閉
会
挨
拶

へ
。
ま
た

も
ズ

ツ
コ
ケ

コ
ン
ビ

の
連
携
が
成
功
。

無
事

（何
と
か
）
閉
会
し
た
、
令
和

最
初
の

「地
域
福
祉
の
つ
ど
い
」
。
来
年

は
久
し
ぶ
り
に
美
女
が
着
物
か
水
着
姿

で
司
会
を
す
る
と
か
し
な

い
と
か
。
来

年
も
多
く
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

え

っ
、
内
容
が
全
く
解
ら
な

い

っ
て
。

そ
れ
は
参
加
者
だ
け
の
ヒ

・
ミ

・
ツ
ー

で
は
、
「市
身
連

。
ズ

ッ
コ
ケ
３
人
組
」

翁
令
和
元
年
度
地
域
福
祉

の

つ
ど

い
」

の
巻
）
は
、

こ
の
辺
で
。

京
都

の
チ

コ
ち

ゃ
ん

（５
歳
）

京
都
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所

で
は

６
月
１４
日

（日
）
に
、
琵
琶
湖
ミ
シ
ガ
ン

遊
覧
と
バ
ー
ム
ク
ー

ヘ
ン
で
お
馴
染
み

の

「
ラ
コ
リ
ー
ナ
」

へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー

を
行

い
ま
す
。
ミ
シ
ガ

ン
に
乗
り
、

い

ろ
ん
な
方
と
ゆ

っ
く
り
語
り
合

い
、
良

い
出
会

い
が
あ
れ
ば
と
願

っ
て
い
ま
す
。

相
談
所

で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
特
に
女
性

の
会
員
が
増
え
れ
ば
良

い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

洛
南
福
社
会
館
内
に
あ
る
事
務
所
は

オ
ー
プ

ン
で
入
り
や
す
く
話
し
や
す

い

所

で
す
。
是
非
、　
一
度
お
気
軽
に
お
越

し
下
さ

い
。

結
婚
相
談
所
　
所
　
長

帰
リ
バ
ス
旅
行
」の
が
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令和 2年 4月 1日 きょうと 身障の福祉 第 350号 (4)

電
動
車
イ
ス
に
乗
る
き
っ
か
け
‥

私
が
電
動
車
イ
ス
に
乗
り
か
け
て
１

年
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

一
般

の
自
転
車
を
乗

っ
て
、
小
学
５
年

生
か
ら
６０
年
間
、
乗
り
続
け
る
事
が
出

来
、
そ
の
お
蔭

で
学
校
と
職
場
を
通
う

事
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
後
、

７０
歳
を
迎
え
て
か
ら
は
、

年

々
足

の
筋
力
が
衰
え
て
行
く
の
が
顕

著

に
分
か
り
ま
し
た
。
自
転
車
を
や
め

て
、
何
処

へ
で
も
松
葉
杖

で
出
か
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
は
そ

れ
な
り
の
苦
労
が
あ
り
、
バ

ス
で
は
降

り
る
際

に
、
バ

ス
か
ら
５
回
程
道
路
に

落
ち
て
、
通
行
中

の
方

に
助
け
て
も
ら

っ
た
事
も
あ
り
、
も

っ
と
怖
く
感
じ
た

の
は
、
地
下
鉄
や
電
車

の
乗

る
際
に
、

ホ
ー
ム
と
電
車

の
間

に
松
葉
杖
を
落
と
し

た
事
が
あ
り
、
大
慌

て
で
し
た
。

友
達
か
ら
も
、
電
動
車
イ
ス
に
乗

る

事
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
道

で

倒
れ
た
時
、　
一
人

で
立

て
な
か

っ
た
事

が
あ
り
、
「
い
よ
い
よ
ダ
メ
だ
」
と
思

い
、

電
動
車
イ
ス
乗

る
決
心
を
し
ま
し
た
。

丁
度
そ
の
頃

に
、
京
都
市
地
域
リ

ハ

ビ
リ
セ
ン
タ
ー
で
電
動
車
イ
ス
の
講
習

会
が
開
か
れ
参
加
致
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
、
業
者

・
警
察

の
交
通
課

・
受
講

者
が
揃

い
講
習
を
受
け
、
電
動
車
イ
ス

も
８
台
位
あ

っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
自

分

の
乗
り
易

い
車
イ
ス
見

つ
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
介
護
保
険

で
貸
し
て
も
ら
い
、
乗
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
乗
り
始
め
た

頃
、

モ
ー
タ
ー
に
は
馬
力
が
あ
り
、
よ

く
事
務
所

の
入
り
口
に
ぶ

つ
か

っ
て
怒

ら
れ
ま
し
た
が
、
徐

々
に
慣
れ
て
き

て
、

バ
ス

・
電
車

に
も
乗
る
事
が
出
来

て
、

確
か
に
行
動
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
。

バ

ス
に
乗
り
始
め
た
時
、
バ
ス
の
運

転
手
さ
ん
か
ら
も
、

こ
の
車

「凄

い
ね
」

「格
好

い
い
ね
」
と
か
何
回
か
言
わ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
乗
せ
て
も
ら
う
に
は

気
を
使

い
ま
す
。
せ

っ
か
く
お
客
様
が

座

っ
て
お
ら
れ
る
の
を
、
席
を
外
し
て

も
ら
う
事

に
気
を
使

い
ま
す
。
特
に
高

齢
者

の
方
が
座

っ
て
お
ら
れ
る
場
合

で

す
。
バ

ス
の
運
転
手

の
方

に
も
、
乗
り

降
り
の
際
に
は
、　
〓
言
お
礼
を
言

い
ま

す
が
、
運
転
手
さ
ん
や
お
客
さ
ん
か
ら

嫌
味
を
言
わ
れ
た
事
は

一
度
も
あ
り
ま

せ
ん
。
乗
客

の
方
も
最
近

で
は
、
僕
が

バ
ス
に
乗
る
姿
を
見

て
、
進
ん

で
席
を

立
た
れ
る
お
客
さ
ん
も
お
ら
れ
ま
す
。

今
、
私
達
が
願

っ
て
い
る
心

の
バ
リ

ア
を
取
り
除
く

一
翼
を
担
う
事

に
な
れ

ば
と
感
じ
て
い
る
次
第

で
す
。

川

端

正

彦

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響

で
色

々

な
会
議
が
中
止
に
な
‘る
中
、
『身
障

の
福

祉
』
第
３
５
０
号
を
無
事
発
行
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
歴
代

の
広

報
部
員

の
方

々
の
ご
苦
労
と
会
員

の
皆

様

の
御
協
力

の
お
陰
だ
と
感
謝

い
た
し

ま
す
。
そ
の

一
方

で
、
会
員
の
皆
様
か
ら

の
投
稿
後
も

『身
障

の
福
祉
』
を
４
０
０

号
、
５
０
０
号
と
続
け
て
い
く
為

に
は
、

皆
さ
ん
、か
ら

の
投
稿
が
不
可
欠

で
す
の

で
、
ジ

ャ
ン
ル
を
問
わ
ず

メ
ー
ル
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
郵
送
と
、
提
出
し
易

い
方
法

で
ヽ

多
数

の
原
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

終
息
が
見
え
な

い
今
日
で
す
が
、
手

洗

い
と
十
分
な
睡
眠
で
、
協
会

一
丸
と

な

っ
て
、
頑
張

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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